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紙おむつリサイクルガイドライン策定に関する検討会 

第 1 回検討会 議事概要 

 

日時：令和元年 11月 14 日（木曜日）10 時 00 分～12時 30 分 

場所：（株）三菱総合研究所大会議室 D 

 

出席者 

伊藤洋座長、田崎智宏委員、花木秀明委員、松本亨委員、見山謙一郎委員、留中政文委員、益田富啓委員、森安保委

員、青柳恵美子委員、坂川勉委員、髙橋紳哉委員、吉岡荘太郎委員 

 

議事 

１．検討会の設置趣旨及び進め方について 

２．紙おむつリサイクルに関する情報整理について 

３．紙おむつリサイクルに関するヒアリング 

４．紙おむつリサイクルガイドライン骨子について 

５．その他 

 

議事概要 

１．検討会の設置趣旨及び進め方について 

事務局より資料２を説明。意見なし。 

 

２．紙おむつリサイクルに関する情報整理について 

事務局より資料３を説明。 

 

３．紙おむつリサイクルに関するヒアリング 

（1） 紙おむつリサイクル事業者 

紙おむつリサイクル事業者より資料４－１から４－４を説明。 

 

（2） 紙おむつリサイクル実施自治体 

紙おむつリサイクル実施自治体より資料５－１から５－３を説明。主な意見は以下のとおり。 

・ 使用済紙おむつの収集運搬方法をいかに効率的におこなえるかが重要な課題であるので、ガイドラインにおい

ても効率的な収集のポイントをまとめてほしい。 

・ いかに感染リスクを防御しつつ集めるかが重要。 現状の回収袋の口を縛ったまま回収すれば十分と考える。 

 

４．紙おむつリサイクルガイドライン骨子について 

事務局より資料６を説明。主な意見は以下のとおり。 

・ 使用済紙おむつを焼却するのかリサイクルするのかといった検討に係る項目が必要。 

・ 自治体の施設整備を考慮し、5～10 年先の排出量推計方法を記載すべき。 

・ リサイクルされた紙おむつの出口に関する検討の必要性を明記すべき。 

・ 紙おむつリサイクルの採算性見込みを記載すべき。 

・ 再生品の基準は、その用途によって異なるため、分けて考えるべき。 

 

５．その他 

事務局より今後のスケジュール等を御報告。 


